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議 会 活 動

９ 月 会 議 の 概 要

７ 月１ ４ 日

○観光・ 文化推進調査特別委員会

（ 行政視察）

７ 月１ ５ 日

○震災・ 災害対策調査特別委員会

７ 月２ ０ 日

○健康・ 危機管理対策調査特別委

員会

○財政援助団体調査特別委員会

７ 月２ １ 日

○総務企画委員会

７ 月２ ２ 日

○文教・ 子育て支援委員会

７ 月２ ５ ～２ ６ 日

○福祉・ 区民生活委員会

（ 区外所管施設調査及び行政視察）

７ 月２ ８ ～２ ９ 日

○文教・ 子育て支援委員会

（ 区外所管施設調査）

８ 月２ 日

○建設環境委員会

８ 月３ 日

○文教・ 子育て支援委員会

８ 月８ 日

○健康・ 危機管理対策調査特別委

員会

８ 月２ ９ 日

○議会運営委員会

８ 月３ ０ 日

○総務企画委員会

○福祉・ 区民生活委員会

８ 月３ １ 日

○文教・ 子育て支援委員会

○建設環境委員会

９ 月９ 日

○議会運営委員会

９ 月１ ２ 日

○本会議

９ 月１ ３ 日

○本会議

９ 月１ ５ 日

○総務企画委員会

○福祉・ 区民生活委員会

９ 月２ ０ 日

○文教・ 子育て支援委員会

○建設環境委員会

９ 月２ ２ 日

○決算に関する特別委員会

９ 月２ ６ 日

○本会議

９ 月２ ６ ・ ２ ７ ・ ２ ９ ・ ３ ０ 日

○決算に関する特別委員会

１ ０ 月３ 日

○決算に関する特別委員会

１ ０ 月４ 日

○本会議

○決算に関する特別委員会

○総務企画委員会

１ ０ 月１ １ 日

○議会運営委員会

１ ０ 月１ ２ 日

○本会議

～令和３ 年度一般会計決算ほか３ 特別会計決算を認定～

令和４ 年度荒川区議会定例会・ ９ 月会議は、 ９

月１ ２ 日から１ ０ 月１ ２ 日までの３ １ 日間の会議

期間で開かれました。

９ 月会議の１ 日目と２ 日目にかけて、 １ ３ 人の

議員から区政全般にわたり 一般質問が行われまし

た。（ 要旨は３ ～１ ０ ページに掲載しています）

９ 月２ ６ 日、 １ ０ 月４ 日には本会議を再開し 、

議案の議決や追加議案の付託を行いました。

９ 月会議では、 議案２ ９ 件が提出されました。

このう ち令和３ 年度決算４ 件は、 決算に関する

特別委員会を設置して審査を行いました。

（ 議案の審議結果は１ ９ ページに掲載しています）

令和４ 年７ 月８ 日～令和４ 年１ ０ 月１ ２ 日

９ 月１ ２ 日～１ ０ 月１ ２ 日までの期間（ 太字）

に令和４ 年度の９ 月会議が開かれました。

▲９ 月会議での区長挨拶の様子
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区政のここをきく
一般質問要旨一般質問要旨一般質問要旨

９ 月１ ２ 日、 １ ３ 日の本会議にて、 一般質問が行われました

子ども達の笑顔のための支
援とこれからのまちのデザ
インについて

明戸真弓美（ 自民党）

▲

ゆ
い
の
森
と
都
電
の
間
の

整
備
を
予
定
し
て
い
る
ス
ペ
ー
ス

子子どどもも達達のの笑笑顔顔ののたためめにに

問 出産費用は年々増加し、請求額が出産一時金を

上回る現状では次の出産を躊躇してしまいかねな

い。 区として、 出産費用の経済的負担軽減策を講

じるべきと考えるが、 区の見解を問う 。

答 国が令和５ 年度から出産一時金の支給額を大幅

に増額する方針を示しているため、動向を注視し 、

増額が決定した際には速やかに対応していく 。

問 昨年９ 月に施行された、いわゆる医療的ケア児

支援法について、 区は迅速に対応してきたことを

評価する。 一方で、 医療的ケア児に対する看護師

派遣制度については、 支援が十分に行き届いてい

ないと考える。 今後も更なる取り 組みの充実を求

め、 現段階での進捗状況について、 見解を問う 。

答 今年度から医療的ケア児等地域コーディ ネータ

ーを配置し 、 地域の関係機関との連携を図ってお

り 、 留守番看護師派遣事業の対象要件の緩和は今

年度中に行う 。 さらに保育施設での医療的ケア児

受け入れに向けた新たな補助事業を創設するなど、

具体的な支援策を検討している。

ここれれかかららののままちちののデデザザイインンににつついいてて

問 町屋さ く らの廃止に伴い、区は「 福祉的な視点

での新たな交通を検討する」 と約束しており 、 区

において何らかの新たな交通を検討すべきと考え

るが、 その後の検討状況について問う 。 代替交通

の検討にあたっては、 できることは全て行い、 事

業者や地域住民、利用者の意見をしっかり 聞いて、

次の一手を検討するよう 求める。

答 新たな交通については様々検討してきたが、先

般、 利用者の予約を自動的に調整し、 相乗りを実

現するシステムを活用したデマンド 交通について、

事業者から提案があった。 課題はあるが利用者ニ

ーズを一定程度満たすものと考え、 関係する事業

者の考え方を聞きながら、 検討を継続していく 。

問 ゆいの森通りについては、都市計画道路整備に

併せ都電との間に緑道を整備するが、 そこには是

非、 桜とバラを植栽して欲しい。 都電と桜並木と

バラのミ ュージアムのよう に整備すれば、 ゆいの

森との相乗効果も生まれ、 新たな観光資源となる

ことも期待できる。 完成後には、 バラを区の花と

して加えることを提案するが、 見解を問う 。

答 緑道は、人々が集い、憩える場所と なるよう 考

え、 桜やバラを活かすよう 検討している。 区とし

て、 自然公園や都電、 ゆいの森が近接する良好な

立地条件とポテンシャルを最大限活用し、 景観に

優れた道路となるよう 取り 組んでいく 。 バラを区

の花に追加することは、時期を見て検討していく 。

問 西日暮里再開発のにぎわい創出に寄与すると考

えられる屋上の活用を実現して欲しい。 また、 再

開発後のエリ アマネジメ ント については、 住民・

事業者・ 地権者等が主体的に取り 組めるよう 、 東

京都からまちづく り 団体の登録を受け公開空地を

積極的に活用すべきと考えるが、区の見解を問う 。

答 商業棟の屋上の活用が実現すれば、地域の交流

や憩いの場の役割を担う と認識しており 、 室外機

の設置スペースや住民のプライバシー等の課題は

あるものの、 一般開放に向けて準備組合に要請し

ていく 。まちづく り 団体の登録制度については、主

に都心部での実績があるが、 制度の活用を含めた

エリアマネジメ ント を準備組合と検討していく 。

そそのの他他のの質質問問項項目目

※ 二次元コード から荒川区議会ＨＰ の動画に移行します

令和4年（ 202 2年）1 1月13日
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ヤングケアラー全生徒対象調査
の実施と区内商店のキャッ シュ
レス・ ポイント 還元事業について

増田 峰子（ 公明党）

▲

区
内
の
商
店
街
の
様
子

コロナ感染拡大や物価高騰など
から区民の命・暮らしを守ること
と荒川区のまちづく り について

横山 幸次（ 共産党）

○今後の財政運営について

○新型コロナウイルス感染症対策等について

○アフター・ ウィ ズ・ コロナ： 心の復興について

○地球温暖化対策について

○シン・ 地域防災計画について

ヤヤンンググケケアアララーー全全生生徒徒対対象象調調査査のの実実施施ににつついいてて

問 ヤングケアラーを発見し支援につなげるには、

学校の役割が非常に大きい。 区は児童相談所設置

区であり 、 子ども施策の先進区として本領を発揮

する時ではないか。 ヤングケアラーの声なき声を

着実に受け止めるため、 学校を通し小中学校全生

徒対象の実態調査実施を求めるが、 見解を問う 。

答 区立小中学校全児童生徒を対象に生活実態に関

する調査を実施する。 調査結果をもとに学級担任

等が聞き取り を行い、 児童生徒の実態に応じて利

用可能なサービスや制度を紹介し 、 関係諸機関に

よる支援を行えるよう 連携体制を強化していく 。

区区内内商商店店ののキキャャッッシシュュレレスス・・ ポポイインントト 還還元元事事業業
へへのの参参加加促促進進ににつついいてて

問 キャッ シュレス・ ポイント 還元事業は、物価高

騰対策に有効である。 二次元コード の利用で機器

の導入費がかからず、 キャッ シュレス未導入の区

内商店の参加が、 この事業成功のカギである。 あ

らゆる媒体を使って周知を図るべきと考えるが、

区内商店の参加促進について区の見解を問う 。

答 二次元コード 決済の利用に２ ０ ％分のポイント

を付与することで、区内消費に効果が期待される。

区商店街連合会など関係団体に周知を図るほか、

コールセンターやＷＥ Ｂサイト の設置など、 区内

事業者のデジタル化の契機と捉え参加を促す。

そそのの他他のの質質問問項項目目

○マイナンバーカード 普及拡大の支援について

ココロロナナ感感染染拡拡大大やや物物価価高高騰騰ななどどかからら区区民民のの命命・・ 暮暮
ららししをを守守るるたためめにに

問 検査体制の再構築、医療機関支援などの強化と

もに、 保健所体制を一層強化することを求める。

答 区内医療機関とも連携し 、検査体制の充実や薬

剤処方の補助等支援を継続する。 保健所において

も、 人材派遣や業務委託等、 体制強化に努める。

問 物価高騰、生活困窮に対応した就学援助の対象

拡大、 学校給食の無料化の実施を求める。

答 就学援助は家庭状況に配慮した対応を行ってお

り 、 給食無料化は国や都が実施すべきと考える。

問 事業継続に向けた給付型支援と、各種設備投資

補助制度の限度額、 補助率などの拡充を求める。

答 資金繰り の新たな支援は補正予算で対応、設備

投資については年度当初から制度の拡充を図った。

問 扶養照会については、本人の意向を最大限尊重

し、 申請を受け付け、「 生活保護は国民の権利」

とのポスターを区の窓口全てに掲示すること。

答 個々の状況に配慮した上で扶養照会を行ってい

る。 生活保護の周知については、 冊子を関係窓口

等に配置するなど、 周知方法を工夫している。

荒荒川川区区ののままちちづづくく りりににつついいてて

問 西日暮里再開発において、大型商業施設の建設が

区内商業へ与える影響について、区の認識を問う 。

答 商店街や個店ならではの強みを生かせるよう 支

援し 、 大型商業施設との共存と活性化を図る。

問 ひとり親世帯や高齢者向けの家賃助成制度の実

あらかわ区議会だより N o .2 7 4
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▲

尾
久
の
原
公
園
の
隣

町
屋
５
丁
目
住
宅
（
区
民
住
宅
）

荒川区自転車総合活用推進計画
とボランティ ア活動等の区民活
動活性化への支援策について
竹内 明浩
（ ゆいの会）

▲

荒
川
自
然
公
園
交
通
園
で
の

自
転
車
安
全
利
用
講
習
会
の
様
子

高校生からの要望と 震災時
のペッ ト 同行避難について

宮本 舜馬
（ 次世代あらかわ）

▲

子
ど
も
家
庭
総
合
セ
ン
タ
ー

施を前提に、 区の住宅政策を検討すべきである。

答 公営住宅の供給や転居費用の助成等幅広く 行っ

ており 、新たな家賃助成等は必要に応じ検討する。

そそのの他他のの質質問問項項目目

○日本国憲法・ 民主主義と地方自治をめぐる問題

について

荒荒川川区区自自転転車車総総合合活活用用推推進進計計画画ににつついいてて

問 新１ 年生に自転車ヘルメ ッ ト を贈呈し 、着用の

習慣化を図ってはどう か、 区の見解を問う 。

答 新１ 年生へのランド セルカバー配布や様々な交

通安全啓発の中で着用率向上にも努める。

問 自転車ネッ ト ワーク路線整備とは、具体的にど

のよう な路線整備を計画しているのか。

答 優先整備路線の１ ０ 路線での、自転車通行帯等

の設置や、 事故の多い交差点の改良を行う 。

問 「 自転車のまちあらかわ」 を広く Ｐ Ｒするた

めのイベント ・ 事業の取り 組みを要望する。

答 荒川自然公園内の交通園などで、自転車の良さ

や楽しさを認識できる取り 組みを検討する。

問 自転車版サイクリ ングマッ プを作成し 、観光ア

プリ へ追加・冊子の作成を提案するが見解を問う 。

答 コースの設定には近隣住民の生活環境確保の課

題もあり 、 関係各部署で連携し、 検討していく 。

ボボラランンテティィ アア活活動動がが盛盛んんななままちち荒荒川川区区
区区民民活活動動をを活活性性化化ささせせるるたためめのの支支援援策策ににつついいてて

問 ボランティ ア活動は様々な分野で地域力の向上

や地域課題解決につながっており 、 さらに活発な

荒川区にしたいと考えるが、 区の見解を問う 。

答 生涯学習センターでの相談支援体制の整備や、

関係部署等との連携により 幅広い支援に努める。

そそのの他他のの質質問問項項目目

○防災対策や災害に強いまちづく り の実現に向け

た防災Ｄ Ｘ の推進について

高高校校生生かかららのの要要望望ににつついいてて

問 区では、子ども家庭総合センターという 名称で、

従来の児童相談所のイメ ージを刷新し、 外観も明

るい印象を与えるものに作り 上げたが、 更に透明

性を確保するため、 児童相談所および一時保護所

への第三者評価を導入することで、 運営上の改善

点のあぶり 出しなど、 良い効果を期待することが

できると考える。 是非前向きに検討して欲しいと

考えるが、 区の見解を問う 。

答 児童相談所の第三者評価については、児童福祉

法に努力義務と規定されている。 子ども家庭総合

センターでは、 今年度にまず一時保護所において

令和4年（ 202 2年）1 1月13日
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反社会勢力・有害勢力から区
民を守り 、文化的で暮らしや
すい荒川区であるために
小坂 英二
（ 日本創新党）

▲

閉
館
前
の
ぬ
り
え
美
術
館

館
内
の
様
子

実施し、 今後、 児童相談所についても、 実施を予

定している。 区としても、 第三者評価を通じて、

良いと ころや改善すべきと ころをし っかり と 分

析・ 検証し 、 より 良い運営を目指していく 。

問 SDGsの取り 組みの一環と し てプラゴミ の削

減対策を提案する。 マイミ ズという アプリ を活用

し 、 無料給水スポッ ト を増設すれば、 提携してい

る飲食店や商業施設において、 新規顧客の開拓に

繋がること 、 児童の見守り 強化に役立つなど副次

的効果は大きいと考える。 マイボト ルの普及と給

水スポッ ト の増設により 、 ペッ ト ボト ル排出量の

削減を図ってはどう か、 区の見解を問う 。

答 マイミ ズには、区内でも２ ０ カ所以上の給水ス

ポッ ト の登録があると聞いており 、 区でも、 ６ カ

所の公共施設に給水機を設置している。区内には、

環境活動への関心が高い事業者が多く 、 給水への

協力を呼び掛けることで、 プラスチッ クの排出量

削減に繋がると考える。 アプリ の活用も含め、 給

水スポッ ト の設置等について検討していく 。

震震災災時時ののペペッットト 同同行行避避難難ににつついいてて

問 水害時と違い震災時は一次避難所の運営が町会

単位となるため、 ペッ ト 同行避難の受け入れ体制

に地域ごとの差異が生じる。 区では、 自然公園へ

の避難を促すが、 現実的に考え、 いつ発生するか

わからない震災時において、 ペッ ト を自然公園ま

で連れて行く ことが可能なのか。 全ての一次避難

所での受け入れ体制の整備を求め、 避難訓練を通

じた町会等への理解促進の進捗状況を問う 。

答 一次避難所におけるペッ ト の受け入れは、 避

難所運営委員会で検討し 、 受け入れが困難な場合

は、 荒川自然公園に設置する動物救護センターで

ペッ ト のみ避難することとなる。 今年度も、 ケー

ジの設置場所や動線等について、 防災区民組織や

獣医師会、 学校等と協議しており 、 今後も避難所

開設運営訓練を通じて、避難所毎に検討していく 。

そそのの他他のの質質問問項項目目

○喫煙問題について

○小・ 中学校での熱中症対策について

○横断歩道での車の一時停止について

○荒川区の地域猫活動への支援を一歩先へ

○コロナ禍での保育士の業務について

○あらかわ遊園の防犯カメ ラ設置について

○若者の声を議会へ

反反社社会会勢勢力力・・ 有有害害勢勢力力かからら区区民民をを守守るるたためめにに

問 反社会勢力が公共施設を利用できる現状を是正

し、 貸し出しをしない旨を規定、 周知すべき。

答 地方自治法により 、正当な理由がない限り 利用

を拒めない。 安心して利用できる運営に努める。

問 旧統一教会等からの経済的・精神的被害の現状

を把握し、カウンセラー派遣等対策を講じるべき。

答 国の合同相談窓口の周知に努めるとともに、保

健師による本人、 家族への相談支援等を行う 。

問 パチンコは政府レベルで違法化すべきであり 、

先陣を切って区独自の法定外課税を行う べき。

答 法定外課税は慎重に検討すべきであり 、国や都

レベルでの検討等、 動向を注視していく 。

文文化化的的でで暮暮ららししややすすいい荒荒川川区区ででああるるたためめにに

問 外国人人口の激増に危機感を持ち、抑止策とし

て負担金等の制度の導入が不可欠と考える。

答 外国人住民が地域で共生できるよう 取り組んで

いく 。負担金徴収は不適当なものと認識している。

問 全国で３ 番目に人口密度の高い荒川区で、再開

発による人口誘導を改め、 流入抑制をすべき。

答 転入の増加は地域の活性化に寄与すると認識し

ており 、 活力ある地域づく り を推進していく 。

問 閉館するぬりえ美術館を区で運営してはどうか。

答 寄贈予定の作品・資料の受け入れ準備や公開方

あらかわ区議会だより N o .2 7 4
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環境問題と教育について

藤澤 志光
（ 自由民主の会）

▲

貸
出
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン

と
W i
―
Fi
ル
ー
タ
ー

災害時における備蓄食料と幼
児期における身体機能向上に
向けた取り 組みについて
山田 晴美
（ 維新・ 子育ての会）

▲

子
ど
も
の
運
動
あ
そ
び
の
様
子

法を検討中だが、 美術館の運営は考えていない。

そそのの他他のの質質問問項項目目

○選挙の適正化に区選管で取り 組むべきこと

環環境境問問題題ににつついいてて

問 太陽光発電のパネルは、廃棄に伴う 重金属の漏

洩による土壌汚染が懸念されるため、 エコ助成を

行う べきではないと考えるが、 区の見解を問う 。

答 国や都も脱炭素社会の実現に向け取り 組み、リ

サイクル義務化の検討も進めている。 区もエコ助

成制度をはじめ、温暖化対策の充実を図っていく 。

問 都の太陽光発電の設置義務化に伴い、進行中の

三河島北地区や西日暮里駅前地区の再開発にどの

よう な影響が出るのか、 区の見解を問う 。

答 両地区では、 既に太陽光発電設備の設置を計

画しており 、 維持費等についても管理計画に盛り

込み、 適正な維持管理がなされるものと考える。

教教育育ににつついいてて

問 G IGAスクール構想において、各学校のパソコ

ンの利用状況について問う 。 また、 タイピングの

技能向上を提案するが、 区の見解を問う 。

答 １ 人１ 台のタブレッ ト PCを用いて調べ学習や

家庭学習の充実に活用している。 キーボード 付き

のため、 工夫してタイピングに取り 組んでいる。

問 多文化共生社会を目指して進めるハート フル事

業について、 区はどのよう に進めているのか。

答 外国籍の児童生徒が安心して学校生活を送れる

よう 日本語の指導はもとより 、 他国の文化を互い

に尊重し人権教育の視点に立った指導をしている。

そそのの他他のの質質問問項項目目

○コロナ第７ 波における区の対応について

災災害害時時ににおおけけるる備備蓄蓄食食料料ににつついいてて

問 災害時にコンビニの商品を区民に提供頂けるよ

う な支援体制を構築し 、 区民の安心に繋げること

はできないか、 区の見解を問う 。

答 区内スーパーマーケッ ト 事業者と優先供給協定

を結んでおり 、 今後、 コンビニ等とも連携しなが

ら、 災害時の食料供給体制の充実に努めていく 。

幼幼児児期期ににおおけけるる身身体体機機能能向向上上にに向向けけたた取取りり組組みみ
ににつついいてて

問 幼児期における外遊びや運動あそびで身体機能

を高め基礎体力をつけることは、 その後の学校生

活や勉強に大いに影響がある。 いま出来る事とし

て、 まずは体力測定を実施し 、 子ども達の身体機

能を数値化することで、 何をしてあげたらいいの

かが見えてく ると考える。 保育園ではどのよう に

取り 組めるか、 既に研修会を実施している幼稚園

では今後どのよう に取り組むのか、 見解を問う 。

答 保育園では、園児の年齢にあった基本的な運動

等を行い体力向上に取り組んでいる。 運動機能の

月齢差が大きく 保護者への丁寧な説明が必要と考

えるが、 今年度は区立保育園において実施方法を

検討する。 区立幼稚園では、 運動あそびについて

令和4年（ 202 2年）1 1月13日
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リ ニューアルオープンし た荒川
遊園の現状・今後の方針とひきこ
もり 実態調査の実施について
久家 繁
（ 立憲民主党）

▲

あ
ら
か
わ
遊
園
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

公共施設の整備と若者の自
立支援について

菅谷 元昭（ 自民党）

▲

荒
川
区
役
所
の
外
観

の研修会を行う など、 幼児の体力や運動能力向上

に努めてきた。 現在、 区立幼稚園２ 園において２

学期中の体力測定実施に向け準備を進めている。

そそのの他他のの質質問問項項目目

○学童クラブのお弁当提供について

リリニニュューーアアルルオオーーププンンししたた荒荒川川遊遊園園のの現現状状とと今今
後後のの方方針針ににつついいてて

問 リ ニューアル後のイベント 、各種メ ディ アでの

取り 扱い状況をどこまで把握しているか。 また、

利用者や区民の声をフィ ード バッ クすべきと考え

るがどのよう な取り 組みを行っているか。 利用者

からは、 料金設定についての意見も多いが、 区独

自の施策も展開しながら、 金額以上の満足感を得

られる施設にするにはどう すべきか、見解を問う 。

答 テレビ等多く のメ ディ アに取り 上げて頂き、

様々なイベント も実施してきた。 アンケート 等を

通し 、 常にお客様の意見を伺い、 お客様視点の運

営に努めている。 料金設定については、 今後の夜

間開園に向けて割安なチケッ ト も用意し 、 満足い

ただけるよう 一層のサービスの充実に努めていく 。

ひひききここももりり実実態態調調査査のの実実施施ににつついいてて

問 これまで区として行ってきた支援、取り 組みに

ついて問う 。 また、 他自治体の動向と調査結果を

踏まえ、 区でも充実した支援のため、 ひきこもり

実態調査の実施を要望するが、 区の見解を問う 。

答 窓口職員が相談内容を丁寧に聞き取り 、関係部

署と連携し適切な支援に繋げてきた。 他自治体の

調査事例も参考に、 ひきこもりの実情を的確に把

握できるよう 調査実施に向けた検討を行っている。

そそのの他他のの質質問問項項目目

○前立腺がん検診の実施について

○就職氷河期世代の支援について

公公共共施施設設のの整整備備ににつついいてて

問 施設の老朽化について、社会環境の変化や区民

ニーズも考慮しながら、 これまで以上に中長期的

な視点から、 施設の維持・ 更新に向けて総合的に

取り 組んでいく べきと考えるが、 見解を問う 。

答 中長期的な視点から将来の方向性を示す「 個別

施設計画」 の策定の準備を全施設で進めている。

今後、 将来にわたる施設需要を見極め、 財政措置

を含め、 計画的かつ着実に取り組んでいく 。

問 老朽化の進む本庁舎について、具体的な方向性

を示す時期に来ている。 大規模改修を行いできる

だけ維持するのか、早期に新庁舎を建設するのか、

いずれにしても将来的には建替えを行わなければ

ならず、多額な費用が必要となるため、基金の積み

立てを始めるべきと考えるが、 区の見解を問う 。

答 検討委員会を立ち上げ検討を進めており 、来年

度に一定の方向性を示せるよう 検討を加速する。

また、令和５ 年度から基金の積み立てを開始する。

問 区立特別養護老人ホームについても老朽化が進

んでいる。 用地確保が容易ではないが、 仮移転先

あらかわ区議会だより N o .2 7 4
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子育て支援策と企業・ 団体へ
の支援と活用について

保坂 正仁（ 公明党）

▲

小
学
校
の
給
食
の
様
子

を選定・ 確保し、 代替施設を建設することや、 既

存の施設を活用するなど、 幅広く 可能性を探るべ

きと考えるが、 区の検討状況を問う 。

答 運営を継続したまま大規模改修する方策を模索

しており 、 仮移転先に代替施設を整備し順番に改

修する方法や、 既存施設を用途変更し改修期間中

の代替施設とする方法等、 検討を進めている。

問 都の浄水場跡地に整備する公園には、一般的な

公園機能に加えてボール遊びが出来るスペースの

確保や、 地元の方々に親しんでもらう ため、 愛称

等の公募を提案するが、 区の見解を問う 。

答 浄水場跡地の整備については、遊戯広場のボー

ル遊び場の継続の声もあり 、 整備方針の検討にあ

たっては様々な要望に応えられる公園となるよう 、

愛称名の募集を含め、 丁寧に検討していく 。

若若者者のの自自立立支支援援ににつついいてて

問 児童養護施設開設に向けて準備を進める今、そ

の施設を退所し巣立っていく ケアリ ーバーへの支

援について、 検討状況を含め、 区の見解を問う 。

答 児童養護施設は、令和５ 年４ 月開設に向け建設

が進んでいる。 荒川区が措置した退所児童には、

住居契約時の支援等の実施に向けて準備を進めて

いる。 また、 措置した自治体に関わらず区内施設

の退所者には同様の支援を行う 。

問 困難を抱える子ども達が、社会に出ても地域と

関わり を持ち、 地元で暮らし続けられるよう に、

相談窓口を設置し 、 切れ目ない支援を１ ８ 歳以降

にまで繋げるよう 要望するが、 区の見解を問う 。

答 区では、様々な悩みや不安を抱える若者からの

幅広い相談を受け付け、 それぞれの課題に適した

関係機関に早期に繋ぐ体制を新たに構築すること

により 、 若者の社会的自立を後押ししていく 。

そそのの他他のの質質問問項項目目

○荒川遊園による荒川区の活性化について

○新たな観光資源の発掘について

子子育育てて支支援援策策ににつついいてて

問 義務教育終了とともに途切れない「 切れ目のな

い若者支援システムの構築」について見解を問う 。

答 現在はそれぞれの部署で対応しているが、わか

りやすく 相談しやすい新たな支援体制を整備する。

問 少子化対策も視野に入れ、第３ 子以降の児童の

給食費無償化の実現を求めるが、 見解を問う 。

答 多子世帯の負担軽減が図れるものと認識し、先

行自治体の状況を検証しつつ区の方針を検討する。

企企業業・・ 団団体体へへのの支支援援とと活活用用ににつついいてて

問 区を通じて社会貢献をしたい企業や団体による、

仮称「 あらかわ応援隊」 の創設を提案する。

答 こ れまで区が進めてきた取り組みを充実させる

提案であり 、さらに発展できるよう 検討していく 。

問 区ホームページへの、 仮称「 あらかわ応援隊」

のサイト の立ち上げを提案するが、 見解を問う 。

答 各分野で連携・協力頂いている事業者等を掲載

しているページを活用する方向で検討する。

問 応援隊の応援実績の掲載と企業・団体を紹介し

周知に努めてはどう か、 区の見解を問う 。

答 各事業者による地域貢献の実績や取り組み内容

を含め、効果的に周知できる方法を検討していく 。

問 サイト 内で区からの協力要請と企業側の支援内

容を紹介し 、 マッ チングしてはどう か。

答 区のニーズと事業者等による具体的な支援策が

う まく マッ チングできるよう 、 ホームページ等の

活用を含め、 より 効果的な方法を検討していく 。

令和4年（ 202 2年）1 1月13日
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子育てしやすい街あらかわ
の宣言と区民の参政権保障
について

斉藤 邦子（ 共産党）

▲

出
前
授
業
の
一
環
と
し
て

の
「
模
擬
投
票
」
の
様
子

アスベスト 含有事前調査結
果報告の義務化と区民の健
康を守ることについて

北村 綾子（ 共産党）

▲

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
報
告

に
つ
い
て
の
チ
ラ
シ

（
厚
生
労
働
省
）

子子育育ててししややすすいい街街ああららかかわわをを宣宣言言しし施施策策をを展展開開
すするるこことと

問 おむつ等０ 才児への定期便を始めること 。

答 新生児の育児支援や産後ケア事業の充実を図る

など、 切れ目のない子育て支援を行っている。

問 私費負担となっている教材教具を総点検し、私

費負担の軽減と公費を拡大すること 。

答 専ら児童生徒本人が消費、使用するものは保護

者負担とするなど、 引き続き適切に判断する。

問 高校・大学の奨学金返済支援制度をつく ること。

答 国においても返還を要しない給付型奨学金を行

っており 、 国の動向を注視し、 適切に対応する。

区区民民のの参参政政権権保保障障ののたためめにに

問 投票当日の負担を軽減するため、投票支援カー

ド を入場整理券とともに郵送すること。

答 既に導入に向けた検討を進めている。

問 障害がある有権者の投票支援を具体化すること。

答 これまでも、様々な取り 組みを進めているが、

更なる投票環境の整備に努めていく 。

問 子どもの意見表明権の具現化のために、中高生

議会を検討すること 。

答 次代を担う子ども達が様々な形で区政に参画し、

自分の考えを表現できる取り組みを行っていく 。

そそのの他他のの質質問問項項目目

○高齢者の暮らし応援のために

○都立高校入試スピーキングテスト は直ちに中止

を求めること

解解体体・・ 改改修修工工事事ににおおいいてて義義務務化化さされれたたアアススベベスス
トト 含含有有事事前前調調査査結結果果報報告告ににつついいてて

問 今年度から調査結果の報告が義務化されたアス

ベスト 有無の事前調査について、 アスベスト 含有

調査及び除去に係る費用助成を行う こと 。

答 資格認定者による調査が令和５ 年１ ０ 月から義

務化されるなど、 現在は制度的な過渡期であり 、

今後、 支援の必要性も含め検討していく 。

区区民民のの健健康康をを守守るるたためめにに

問 早期発見のため、がん検診で希望者には大腸内

視鏡検査の実施、 特定検診の血液検査項目にPSA

検査、 前立腺がん検査の項目の追加を求める。

答 国の指針に追加された際には、迅速に導入する。

問 がん患者の日常生活を維持するために、ウィ ッ

グ、 補正具を補助することを改めて求める。

答 他自治体の取り組み事例を研究する中で課題は

多いが、生活の質の向上等に向けて検討していく 。

問 新型コロナウイルス感染症罹患後の後遺症とワ

クチン副反応の現状把握を求める。

答 都の調査結果とほぼ同様と認識しており 、近隣

医療機関や都の相談窓口の協力の下対応している。

問 流行を抑え、重症化を防ぐためにも、子どもの

インフルエンザ予防接種費用の助成を求める。

答 重症化リ スクの高い一部の乳幼児について、一

定額を助成する準備を進めている。

そそのの他他のの質質問問項項目目

○子どもの学びとあそびを保障するために
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委 員 会 活 動 の 報 告

議会運営委員会議会運営委員会
中島 義夫 委員長

８ 月２ ９ 日８ 月２ ９ 日

９ 月９ 日９ 月９ 日

１ ０ 月１ １ 日１ ０ 月１ １ 日

総務企画委員会総務企画委員会
小島 和男 委員長

７ 月２ １ 日７ 月２ １ 日

８ 月３ ０ 日８ 月３ ０ 日

９ 月１ ５ 日９ 月１ ５ 日

１ ０ 月４ 日１ ０ 月４ 日

◆９ 月会議について

①９ 月会議・ 初日の開会日について

②提出予定案件について

③９ 月会議の会議期間について

④一般質問等の締切日について

⑤提出議案説明のための委員会開会について

⑥９ 月会議の会議期間に係る日程について

⑦決算に関する特別委員会の設置について

◆９ 月会議について

①追加議案の提出について

②議事日程について

③一般質問について

④９ 月１ ２ 日の本会議の議事の取り扱い及び順

序について

⑤９ 月１ ３ 日の本会議の議事の取り扱い及び順

序について 等

◆（ 仮称） 荒川区議会の個人情報の保護に関する

条例について

◆９ 月会議の最終日について

①議事日程について

②本会議の議事の取り 扱い及び順序について

③９ 月会議の終了について

◆今後の議会日程について

◆（ 仮称） 荒川区議会の個人情報の保護に関する

条例について

常任委員会

◆所管事務事業説明

①返礼品の提供を伴う 寄附の受入れ（ ふるさと

納税） の開始について 等 ほか

◆９ 月会議提出予定案件について

①荒川区議会議員及び荒川区長の選挙における

選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正

について 等

◆所管事務事業説明

①荒川区同性パート ナーシッ プ制度の運用状況

について 等

◆付託された議案について

①議案第１ ６ 号

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に

伴う 関係条例の整備に関する条例 等

◆所管事務事業説明

①令和４ 年度行政評価（ 令和３ 年度決算版） の

結果について 等

◆陳情審査

計１ 件

◆付託された議案について

①議案第４ ０ 号

令和４ 年度荒川区一般会計補正予算（ 第３ 回）

▲
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文教・ 子育て 支援委員会文教・ 子育て 支援委員会
町田 高 委員長

７ 月２ ２ 日７ 月２ ２ 日

７ 月２ ８ ～２ ９ 日７ 月２ ８ ～２ ９ 日

８ 月３ 日８ 月３ 日

８ 月３ １ 日８ 月３ １ 日

９ 月２ ０ 日９ 月２ ０ 日

福祉・ 区民生活委員会福祉・ 区民生活委員会
保坂 正仁 委員長

７ 月２ ５ ～２ ６ 日７ 月２ ５ ～２ ６ 日

８ 月３ ０ 日８ 月３ ０ 日

９ 月１ ５ 日９ 月１ ５ 日

◆所管事務事業説明

①令和５ 年度区立小中学校入学生を対象とする

学校選択制度の実施について

◆子ども条例の策定について ほか

◆区外所管施設調査

①下田臨海学園（ ２ ８ ～２ ９ 日）

・ 施設視察、 授業（ 遊泳）視察 等

◆所管事務事業説明

①新型コロナウイルス第７ 波への区立幼稚園、

こども園、 小中学校の対応について

②新型コロナウイルス第７ 波への保育園、 学童

クラブ等の対応について

◆９ 月会議提出予定案件について

①荒川区子どもの医療費の助成に関する条例の

一部改正について 等

◆所管事務事業説明

①荒川区立幼稚園の方向性について（ 最終案）

等

◆付託された議案について

①議案第２ １ 号

荒川区立保育所条例の一部を改正する条例 等

◆陳情審査

計５ 件

◆区外所管施設調査と行政視察

①ホテルグリーンパール那須（ ２ ５ 日）

・ 施設運営状況について

②栃木県那須塩原市（ ２ ６ 日）

・ 発達支援システム推進計画について

◆９ 月会議提出予定案件について

①令和４ 年度荒川区一般会計補正予算（ 第２ 回）

について【 福祉・ 区民生活委員会関係】

②荒川区営住宅の指定管理者の指定について

等

◆所管事務事業説明

①夕やけこやけふれあい館の指定管理者候補者

の選定結果について

②令和３ 年度ふれあい館（ １ ３ 館） の実績評価

について 等

◆行政視察の集約について

◆付託された議案について

①議案第３ ２ 号

南千住ふれあい館の指定管理者の指定について

②議案第３ ３ 号

荒川山吹ふれあい館の指定管理者の指定につ

いて 等
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建設環境委員会建設環境委員会
明戸 真弓美 委員長

８ 月２ 日８ 月２ 日

８ 月３ １ 日８ 月３ １ 日

９ 月２ ０ 日９ 月２ ０ 日

震災・ 災害対策調査特別委員会震災・ 災害対策調査特別委員会
横山 幸次 委員長

７ 月１ ５ 日７ 月１ ５ 日

健 康・ 危 機 管 理 対 策 調 査 特 別 委 員 会健 康・ 危 機 管 理 対 策 調 査 特 別 委 員 会
並木 一元 委員長

７ 月２ ０ 日７ 月２ ０ 日

８ 月８ 日８ 月８ 日

観光・ 文化推進調査特別委員会観光・ 文化推進調査特別委員会
北城 貞治 委員長

７ 月１ ４ 日７ 月１ ４ 日

財政援助団体調査特別委員会財政援助団体調査特別委員会
森本 達夫 委員長

７ 月２ ０ 日７ 月２ ０ 日

◆所管事務事業説明

①都市計画公園の都市計画変更について

②西日暮里駅前地区市街地再開発準備組合の検

討状況について

◆９ 月会議提出予定案件について

①令和４ 年度荒川区一般会計補正予算（ 第２ 回）

について【 建設環境委員会関係】

②荒川区民住宅及び荒川区従前居住者用住宅の

指定管理者の指定について

◆所管事務事業説明

①令和３ 年度荒川区民住宅等の実績評価結果に

ついて

②荒川区自転車総合活用推進計画の策定について

③三河島駅前北地区市街地再開発事業の事業計

画（ 案） について 等

◆付託された議案について

①議案第３ ８ 号

荒川区民住宅及び荒川区従前居住者用住宅の

指定管理者の指定について

②議案第３ ９ 号

荒川区手数料条例の一部を改正する条例

◆新たに付託された陳情について

特別委員会

◆調査研究事項

○広域避難場所「 JR田端・ 尾久駅周辺一帯」の

指定解除等について

◆調査研究事項

○区内における刑法犯認知件数と特殊詐欺の現

状・ 被害防止対策について

○今夏の電力需給ひっ迫に伴う 節電対策について

◆調査研究事項

○新型コロナウイルス第７ 波への対応について

◆表敬訪問及び行政視察

①伊勢原市役所【 表敬訪問】

②神奈川県伊勢原市

・ 太田道灌公を活用した観光振興施策に

ついて

◆調査研究事項

○荒川区芸術文化振興財団について
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令 和 ３ 年 度 決 算 を 認 定

決 算 に 関 す る 特 別 委 員 会 で

委 員 会 で の 審 査 経 過

監 査 委 員 に よ る 決 算 審 査 の 報 告

令和３ 年度一般会計歳入歳出決算ほか３ 特別会

計歳入歳出決算については、 監査委員を除く 全議

員で構成される決算に関する特別委員会（ 委員長

＝菅谷元昭、 副委員長＝保坂正仁） を設置しまし

た。 ９ 月２ ２ 日から審査を行い、 いずれも特別委

員会において認定することに決定しました。

９ 月２ ２ 日

・ 一般会計歳入歳出決算

○監査委員意見（ 斎藤泰紀監査

委員） 等、 書面配付

○総括質疑（ １ ０ 会派）

※主な質問項目は別掲

○歳出審査（ 議会費・ 総務費）

９ 月２ ６ 日

○歳出審査（ 総務費）

９ 月２ ７ 日

○歳出審査（ 総務費・ 民生費）

９ 月２ ９ 日

○歳出審査（ 民生費）

９ 月３ ０ 日

○歳出審査（ 民生費・ 衛生費・

環境清掃費・ 産業経済費・

土木費）

１ ０ 月３ 日

○歳出審査（ 土木費・ 教育費）

１ ０ 月４ 日

○歳出審査（ 教育費・ 公債費・

諸支出費・ 予備費）

○歳入審査（ 一括審査）

○採決 採決の結果

認定することに決定

・ 国民健康保険事業特別会計

歳入歳出決算

・ 後期高齢者医療特別会計

歳入歳出決算

・ 介護保険事業特別会計

歳入歳出決算

○審査

○採決 採決の結果

認定することに決定

令和３ 年度決算審査は、 関係諸帳簿及び証拠書

類との照合を行う とともに、 関係職員から説明を

聴取するなどの方法により 実施しました。 その結

果、 決算計数に誤り はなく 、 各会計の決算内容、

予算の執行状況等も適正と認められ、 その旨の審

査意見を区長あてに提出いたしました。

また、 財政健全化法による「 令和３ 年度決算に

基づく 健全化判断比率」についても、審査の結果、

適正である旨の意見を、 区長あてに提出しました

ことを、 あわせて報告いたします。

予算の執行にあたり 、 新型コロナウイルス感染

症の影響の長期化に伴う 非常に厳しい財政状況が

見込まれるため、 財政構造の改善や抜本的な事業

見直しを行わなければ健全な財政運営を図ること

が難しいという 認識の下、 効果的・ 効率的な財政

運営に努めたものと考えられます。 審査の結果、

実質収支は黒字であり 、 基金残高は前年度決算額

を上回るなど、 極めて健全な財政運営に努めてい

ると評価できます。

しかしながら、 令和４ 年度以降も景気の動向は

極めて不透明で、 今後、 非常に厳しい財政状況に

陥る可能性も懸念されます。

こう した点を踏まえ、 事業の休止や徹底的な行

政改革の推進等歳出の抑制を図るとともに、 特別

区民税の更なる収納率の向上など歳入の確保に努

め、 歳入、 歳出の両面から健全な財政運営に向け

た取り 組みを更に確実に実行するよう 求め、 報告

とさせていただきます。
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令 和 ３ 年 度 　 決 算 の 概 要

主 な 総 括 質 疑
自民党

北城 貞治 委員

公明党

山口 幸一郎 委員

共産党

小島 和男 委員

ゆいの会

竹内 明浩 委員

次世代あらかわ

宮本 舜馬 委員

日本創新党

小坂 英二 委員

自由民主の会

藤澤 志光 委員

あらかわ元気クラブ

河内 ひとみ 委員

維新・ 子育ての会

山田 晴美 委員

立憲民主党

久家 繁 委員

○新病院関連について

○コロナ第７ 波関連（ ワクチン接種・ 検査体制・

治療体制） について

○町屋さく らの代替の交通について

○今後の財政運営について

○公共工事に関わる企業等の職員の働き方改革

の実現について

○大規模災害に備えた実効性のある防災対策の

強化について

○小中学校の普通教室等の照明環境について

○公立幼稚園廃止計画について

○特別養護老人ホームの大規模改修について

○東京都の地域危険度の見直し、 自主避難場所支

援について

○災害ボランティ アセンター開設について

○私立幼稚園・ 保育園の安全対策について

○町屋さく らの代替案について

○太陽光発電装置の設置への補助等の廃止に

ついて

○円安を契機とした区内中小企業の海外への

販路拡大について

○インボイス制度について

○幼稚園における体力測定について

○区の防災対策について

（ 効果的な備蓄品の導入）

※ 二次元コード から荒川区議会ＨＰ の動画に移行します

予算現額
決算額 歳入歳出

差引残高歳入（ 収入率） 歳出（ 執行率）

一 般 会 計 １，２０２億７８５万６，０００円
１，１３４億２，９０５万４，２７０円

（ ９４．４％）
１，０８４億７，３３４万８，５２７円

（ ９０．２％）
４９億５，５７０万５，７４３円

特

別

会

計

国民健康保険
事 業

２３２億４，５０５万９，０００円
２３０億１，２０５万３，２９６円

（ ９９．０％）
２２６億３，１２９万７，７４６円

（ ９７．４％）
３億８，０７５万５，５５０円

後 期 高 齢 者
医 療

４９億８，１００万円
４７億５，０９２万６，７５９円

（ ９５．４％）
４６億９，３２１万７，０２７円

（ ９４．２％）
５，７７０万９，７３２円

介 護 保 険
事 業

１８９億６，１５３万円
１８７億１，７８７万３，９４４円

（ ９８．７％）
１８１億２，８０５万６，４７７円

（ ９５．６％）
５億８，９８１万７，４６７円
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令 和 ３ 年 度 決 算 を こ う 評 価 す る

今後の区政運営に的確に反映すると

と もに、 一つでも多く 具現化さ れる

ことを要望し 、 賛成

自 民 党

▲

あ
ら
か
わ
遊
園
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
タ
ー

区民サービスの一層の向上に努

力することを求め、 賛成

公 明 党

▲

元
気
に
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち

１ ０ 月１ ２ 日の本会議において、 令和３ 年度一般会計決算について各会派から討論が行われました。

その要旨をお知らせします。

令和３ 年度決算では、 新型コロナウイルス感染

症対策はもとより 、 区政全般にわたり区民の安全

安心につながる取り 組みやサービスの着実な向上

が図られたことが確認でき、 高く 評価する。

また、 財政状況についても引き続き健全な財政

運営が維持されていることを確認した。 今後、 本

格化する小中学校や本庁舎など区施設の老朽化に

対応するためにも、 事務事業の徹底的な見直しに

加え、 自主財源の確保や起債の適切な活用等、 中

長期的視点からの計画的な財政運営を期待する。

決算審査では、以下の点について質疑を行った。

健康・ 福祉の分野では、 令和あらかわ病院の来

年オープンに向けた準備やたんぽぽセンターの児

童発達支援センターへの移行に向けた機能充実の

方向性について確認した。

子育て・教育の分野では、リニューアルしたあら

かわ遊園の更なる充実や、 子どもの意見表明の機

会を含めた子どもの権利の保障について、 文教・

子育て支援委員会で検討が進められている条例と

連動した、より実効性のある取り 組みを期待する。

コミ ュニティ 支援の分野では、 喫緊の課題であ

る防災対策について、 震災対策・ 水害対策に関

し 、 ハード ・ ソフト 両面にわたり 、 備蓄の充実や

関係団体との連携強化等について確認した。

産業振興の分野では、 年末に予定されているプ

レミ アム付き区内共通お買物券やキャッ シュレス

ポイント 還元事業の準備状況を確認した。

街づく り の分野では、 町屋さ く らの代替となる

交通、 公園整備や緑化の推進について提案した。

これらの趣旨を踏まえ、 今後の区政運営に的確

に反映するとともに、 一つでも多く 具現化される

ことを要望し 、本決算の認定に賛成の討論とする。

令和３ 年度予算は、 コロナ禍において最も身近

な基礎自治体として、 区民の命と健康を守ること

に全力を挙げるという 強い決意に基づき編成され、

執行されてきたものと理解している。

令和３ 年度の具体的な施策についても、 区長に

提出した「 要望書」 の項目が概ね予算化、 執行さ

れたことを評価する。 本決算の審査において、 行

政改革分野では行政DXによる手続きの簡素化、

防災街づく り の分野では大規模火災発生時の広域

避難場所の役割についての周知と注意喚起、 福祉

分野では投票所におけるLGBT等の方への配慮、

高齢者福祉分野ではデマンド タクシーなど移動困

難者対策、 子育て分野ではヤングケアラー支援条

例制定と具体的支援策の実施、 教育分野ではジェ

ンダーに配慮した制服やスクール水着の普及など

について質疑を行い、 着実に執行されたと認識し

あらかわ区議会だより N o .2 7 4
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新型コロナ感染症対策、 く らし 応援

と も不十分、 区民に寄り 添った対応

を求め、 反対

共 産 党

▲

三
河
島
駅
北
側
の
様
子

来年度の予算編成作業への取

り組みに期待し、 賛成

ゆいの会

▲

折
り
た
た
み
式
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト

検討となった要望について調査研

究し前向きに進めていく こと を求

め、 賛成

次世代あらかわ

ている。 中でも、 以前より 主張していた子ども条

例制定については、 全会一致での成立を願う 。

これからも、 我が党が一貫して主張している、

国や都の財源を最大限活用するとともに、 限られ

た財源を適宜効率的かつ効果的に活用し、 区民サ

ービスの一層の向上に努力することを求め、 本決

算の認定に賛成の討論とする。

本決算について、 新型コロナ感染拡大とその影

響から区民の命と暮らしを守ることが出来たのか

という 視点から、 以下、 認定に反対する。

第一に、 感染症対策、 暮らし応援、 ともに不十

分な対応であった。 計８ 回にわたる補正予算も国

や都の交付金や補助金の枠内の事業であり 、 将来

の小中学校建替え等ついて、 起債の適切な活用等

計画的な財政運営を行えば、 区民の暮らしを応援

する経常的な経費支出は可能であったと考える。

第二に、 西日暮里と三河島の再開発事業は持続

可能な街づく りに逆行し 、 区施設の建替え用地確

保を困難にしている。 実態調査も行わない町屋さ

く らの廃止は福祉の心を欠く 対応である。

第三に、 コロナ禍により 公務労働の重要性が明

確になる中、 保育園の民営化や区立幼稚園の廃園

計画を進めることは認められない。 多く の署名を

集めた陳情等区民の声を受け止めるべきである。

最後に、 物価高騰が続く 中、 医療・ 介護等の負

担も増加し生活破壊が進んでいる。 今年６ 月開始

の高齢者の補聴器購入の助成についても助成範囲

の拡大や、 憲法が保障する義務教育の無償化等、

社会が子どもを育てる施策について、 早期検討

し、 実施することを求め反対討論とする。

決算に関する特別委員会においては、「 想定外

を想像する危機管理」「 情報共有」「 たゆまざる

変化」 に焦点をおいて質疑を行った。 区民のため

の施策を実施していく には、 当然に区組織として

大切な、 必要なことである。 あらためて、 一人ひ

とり がその職責を果たすよう 、 意識をもって区政

運営にあたっていく ことを求める。

また、 具体的施策として取り上げた、 小中学校

児童生徒への防災ヘルメ ッ ト の導入、 学童クラブ

における夏休み期間等のお弁当給食の開始、 自閉

症・情緒障害の特別支援学級の設置等についても、

事業実施を併せて要望する。

「 荒川区に住んでいて良かったと 」 と誰もが実

感出来る内容となるよう 、 来年度予算編成作業に

あたっても引き続き取り組むよう 要望し 、 認定に

賛成の討論とする。

決算に関する特別委員会の総括質疑におい

令和4年（ 202 2年）1 1月13日
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▲

荒
川
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
外
観

震災に強い街づく り に向け、

遅れている環境整備・ 地籍調査

の拡充を強く 要望し 、 賛成

自由民主の会

▲

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
様
子

区民の命と生活を守ることを

求め、 反対

あらかわ元気クラブ

▲

処
遇
改
善
が
求
め
ら
れ
る

介
護
の
現
場

ては、 通園バス内児童取り 残し事故に関連して区

での対応状況、 コミ ュニティ バス町屋さ く ら廃止

後の代替案について質問した。 他に総務費におい

て、 ｅ スポーツやＶ Ｒを活用した運動不足の解消

や区民プールでのスマート ウオッ チの使用につい

て質疑提案、 また、 以前から提案していた子ども

議会の開催については「 子どもの権利条例」 の制

定に向けた今後の取り組みや方針などについて大

変前向きな回答があった。 民生費では多胎児世帯

へのタクシー利用助成の対象時期の拡大について、

衛生費では子宮頸がん検査受診率向上への取り 組

みや９ 価ワクチンの助成等、 様々な質疑要望を行

い、 概ね前向きな回答があった。 今回の要望は全

て区民の声を代弁したものであり 、 さらに調査研

究し前向きに進めることを求め、賛成討論とする。

令和３ 年度主要施策の成果説明書にある地籍調

査の拡充については、 国の最重要施策として実施

されているにも関わらず対応が遅れている。 区の

財政負担は限定的であり 、 遅れている原因はマン

パワー不足である。 職員を適正に配置し 、 区民・

区政の重要施策が進捗するよう にすべきと考える。

荒川区は２ ３ 区でも震災危険度が最も高い区の１

つであるため、 令和５ 年度には人的資源を適正に

配置し、 震災に強い街づく りの為に、 官だけでな

く 民も参加しやすい環境整備を進めることを強く

要望、 また、 法定受託事務として行っているワク

チン接種について、 副作用に苦しむ方々の治療も

自治体として責任をもった対応することを求め、

賛成討論とする。

物価上昇等により 様々な場面で負担が増え、 区

民生活を圧迫し続けている中、 生活保護の受給件

数は減少の状況にある。

生活保護が受給しやすく なるよう 、 イメ ージ回

復等、 さらなる対策が必要である。 その他、 会計

年度任用職員とワーキングプアの問題、 保護者の

賃金格差により有利不利が出る懸念のある高校入

試へのスピーキングテスト 導入の取りやめ、 清掃

事業従事職員の退職者補充、 町屋さ く らの廃止に

伴う 交通弱者への支援などについても取り 組むべ

きである。

また、 非正規労働者が増加した現状において、

高額所得者層だけが得をする社会保険制度なども

含め、 反対の討論とする。

あらかわ区議会だより N o .2 7 4
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令和４ 年度定例会・ ９ 月会議
○ 賛成 × 反対 太字は討論のあったことを示す

会 派 名 ・ 結 果

（ 数字は会派人数）

議 案 番 号 ・ 議 案 名

自

民

党

公

明

党

共

産

党

ゆ

い

の

会

次
世
代
あ
ら
か
わ

日

本

創

新

党

自
由
民
主
の
会

あ
ら
か
わ
元
気
ク
ラ
ブ

維
新
・
子
育
て
の
会

立

憲

民

主

党

結

果

１ １ ６ ６ ２ ２ １ １ １ １ １

区長提出議案（ ２ ９ 件）

第16 号
地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う 関係条例の整備に関
する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第17 号
荒川区議会議員及び荒川区長の選挙における選挙運動の公費負担に関
する条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

第18 号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第19 号
公益的法人等への荒川区職員の派遣等に関する条例の一部を改正する
条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第20 号 職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第21 号 荒川区立保育所条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

第22 号 荒川区子どもの医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第23 号 令和４ 年度荒川区一般会計補正予算（ 第２ 回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第24 号 令和４ 年度荒川区国民健康保険事業特別会計補正予算（ 第１ 回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第25 号 令和４ 年度荒川区介護保険事業特別会計補正予算（ 第１ 回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第26 号 財産の貸付けについて ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第27 号 荒川区民会館の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第28 号 日暮里サニーホールの指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第29 号 荒川区ムーブ町屋の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第30 号 荒川区立町屋文化センターの指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第31 号
荒川区立清里高原少年自然の家及び荒川区立清里高原ロッ ジの指定管
理者の指定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第32 号 南千住ふれあい館の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第33 号 荒川山吹ふれあい館の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第34 号 町屋ふれあい館の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第35 号 尾久ふれあい館の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第36 号 夕やけこやけふれあい館の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第37 号 荒川区営住宅の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第38 号
荒川区民住宅及び荒川区従前居住者用住宅の指定管理者の指定につい
て

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第39 号 荒川区手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第40 号 令和４ 年度荒川区一般会計補正予算（ 第３ 回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

認 定
第１ 号

令和３ 年度荒川区一般会計歳入歳出決算 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 × ○ ○ 認定

認 定
第２ 号

令和３ 年度荒川区国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 認定

認 定
第３ 号

令和３ 年度荒川区後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 認定

認 定
第４ 号

令和３ 年度荒川区介護保険事業特別会計歳入歳出決算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 認定

議案の審議結果議案の審議結果議案の審議結果

令和4年（ 202 2年）1 1月13日
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趣 旨 採 択 さ れ た 陳 情

福 島 県 福 島 市 長 が 区 議 会 を 表 敬 訪 問

全国の議会が視察に訪れています全全全全全全全全全全全全全全全国国国国国国国国国国国国国国ののののののののの議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会ががががががががががががががが視視視視視視視視視視視視視視視視視視察察察察察察察察察察察察察察察察にににににににににに訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪れれれれれれれれれれれれれれてててててててててていいいいいいいいいいままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすす全全全全全全全全国国国国国国国国国国のののののの議議議議議議議議議議議議議会会会会会がががががが視視視視視視視視視視察察察察察察察察察にににににに訪訪訪訪訪訪訪訪れれれれれれてててていいいいままままままままますすすすすすすすす全国の議会が視察に訪れています

令和４ 年８ 月４ 日、木幡浩福島市長とミ スピーチ

キャンペーンクルーが、 荒川区議会を訪れました。

福島市と荒川区は、 荒川区が戦時中、 福島市に

学童疎開をしていたことがきっかけで交流が始ま

り 、 平成２ ７ 年には友好都市協定を締結し 、 友好

交流を進めてまいり ました。 今年の５ 月３ ０ 日に

は、「 荒川区と福島市との森林整備に関する協定」

を締結するなど様々な連携を深めています。

趣旨採択（ ５ 件）

・ 令和４ 年度第３ 号陳情

「 町屋幼稚園」 の存続を求める陳情

・ 令和４ 年度第５ 号陳情

区立幼稚園・ 子ども園の廃園反対、 子どもたち

の未来を守る区政を希求する陳情

・ 令和４ 年度第７ 号陳情

私立幼稚園の支援を必要とする子への対応に関

する陳情

・ 令和４ 年度第８ 号陳情

荒川区立東日暮里幼稚園の存続に関する陳情

・ 令和４ 年度第９ 号陳情

「 荒川区立幼稚園の方向性について（ 素案）」の

改善と全８ 園・ 汐入こども園宣伝の陳情

７ 月８ 日～１ ０ 月１ ２ 日の間、 ３ 団体の行政視察を受け入れました。

▲

つ
く
ば
市
議
会

様

▲

津
市
議
会

様

▲

清
瀬
市
議
会

様

日 程 視察受入議会名 主な視察項目

７ 月 ２ ６ 日 茨城県つく ば市議会

あらかわ区政経営戦略プランの基本的な方向性の１

つである「 人事戦略～創造的人事行政への転換」 に

ついて

８ 月 １ ９ 日 三重県津市議会 議会改革について

８ 月 ２ ６ 日 清瀬市議会 あらクール！省エネ家電助成事業等について

※陳情審査において、 採択・ 趣旨採択されたもの

のみを掲載しており ます

あらかわ区議会だより N o .2 7 4 令和4年（ 20 22年）11月13日
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